
20２６年6月12日
京都大学大学院教育学研究科 西岡加名恵

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会
第7回生活、総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ

探究的な要素を持つ学びの充実を目指して

令 和 ８ 年 ６ 月 1 2 日
教 育 課 程 部 会
生活、総合的な学習・探究の時間
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
西 岡 委 員 ご 発 表 資 料



１．学校を支える人々の力量を高める仕組み
（１）系統的な指導主事研修の提供
◎広島版「学びの変革」アクションプラン（２０１４年１２月）

（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/150031.pdf）

指導主事や中核教員に対し、
年間を通して、系統的な研修を提供

（一人ひとりの先生方の力量向上を支援する
伴走者を育てる研修）
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（２）学生の参画による探究の充実
◎京大におけるサービス・ラーニング

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/seika/soil_education/）

「土壌」の探究に関して、土壌学の研究者と
教育学部／教員志望の学生たちが

連携して教材研究。学校現場で使える
パンフレットを作成してウェブ公開。
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（３）力量向上・実践改善のためのデジタル活用

（https://www.jst.go.jp/sip/pos/）

サブ課題Ａ：
「新たな学び」のデザイン開発

※２０２６年７月１２日に研究開発成果を
発信するイベントを開催予定
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◎デジタルツインを用いた個別最適な学び方 · 働き方の実現
研究開発責任者：緒方広明教授（京都大学）

（https://eds.let.media.kyoto-u.ac.jp/sip3/project/inagaki/）

※RefNavi（東北学院大学 稲垣忠
教授チーム）： 誰がどのような情報を
集めているのか、進捗状況はどの程
度なのかを可視化。
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◎デジタル・シティズンシップ・シティ：公共的対話のための学校
研究開発責任者： 草原和博教授（広島大学）

（https://sip-dcc.hiroshima-u.ac.jp/about/）

※遠隔地をつないで、公共的対
話を実現。教育委員会と大学が
授業づくりを担う。教員研修とし
ても機能。
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◎真正で探究的な学びを実現する教育コンテンツと評価手法の開発
研究開発責任者： 松下佳代教授（京都大学）

（https://qtal.educ.kyoto-u.ac.jp/）（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/sip/）

※指導案や教材、研修用コンテンツ等を集めた
  QTALサイトを構築。個々の教師たちだけでなく、

教育委員会や学校の研修等での活用も推奨。
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２．ポートフォリオ評価法の活用
（１）ポートフォリオ評価法
 ポートフォリオ： 学習者（児童・生徒や学生）の作品や自己評価の記録、教師の指導と

評価の記録などを系統的に蓄積していくもの

 ポートフォリオ評価法： ポートフォリオ作りを通して、学習者が自らの学習のあり方につ
いて自己評価することを促すとともに、教師も学習者の学習活動と自らの教育活動を評
価するアプローチ

（西岡加名恵『教科と総合に活かすポートフォリオ評価法』図書文化、2003年）

（宮本浩子・西岡加名恵・世羅博昭『総合と教科
の確かな学力を育むポートフォリオ評価法・実践
編』日本標準、2004年）

（田中保樹先生提供。堀哲夫・西岡加名恵著
『授業と評価をデザインする・理科』日本標準、
2010年）
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（２）ありがちな3種類の誤解

子どもの振り返りだけが記録されている。
→具体的な作品が収録されていないので、実際の探究の

姿がよくわからない。
資料がたくさんためられているけれども、活用されていない。

→単なるデータベースと化している。
長期にわたって収集されたデータが数値化され、レーダー

チャートなどで示されている。
→学生プロファイル・ダッシュボードと呼ぶべきもの。

※いずれも本来の「ポートフォリオ」とは似て非なるもの。
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（３）AICAN デジタル・ポートフォリオ（デジポ）

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/sip/team-b/#top）
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※具体的な成果資料（エビデンス）と本人の語り：
「生徒が自らの学びのストーリーを紡ぐ」

テニス部にいるので、テニスボール回収
機がほしい。調べてみると、市販のものは

ちょっと高いので、もっと安いものを
作るというのが第2のゴールになりました。

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/sip/team-b/#top）
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実験装置が難しかったんですね。
垂直にかかる力と鉛直にかかる力を
同時に測りたい。そこで、お母さんの

許可をもらって、百均のキッチン
スケールを分解しました。

事実と主張を分けることはできたのです
が、主張が似たり寄ったりだと思い、

掘り下げると、そもそも問いの立て方が
甘かったと気付きました。
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学習者 教育者

最良作品集
ポートフォリオ

基準準拠型
ポートフォリオ

基準創出型
ポートフォリオ

（西岡加名恵『教科と総合に活かすポートフォリオ評価法』図書文化、2003年）

達成したことを
アピールする

到達点を振り返り、
今後の課題を
明確にする

目標＝評価基準に
即して力を身につける

（資格試験など）

「様々な活動をまとめてみることで、
活動の間にあったつながりや自分の
特長に気づきました」（大平優斗さ
ん）、「自分が達成できたことや自分
の価値観の変化にも気づき、将来、
挑戦したいことを思い描くことができ
ました」（小山田遥さん）

（西岡加名恵・石井英真・川地亜弥子・北原琢
也『教職実践演習ワークブック――ポートフォリ
オで教師力アップ』ミネルヴァ書房、2013年）

※京都大学教育学部の特色入試 ※京都大学 教職課程ポートフォリオ
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（４）ポートフォリオの所有権
（収める作品や評価規準・基準の決定権）



最良作品集
ポートフォリオ

基準創出型
ポートフォリオ

基準準拠型
ポートフォリオ

単一の教科・
領域等、
単年度

総合的な学習・
探究の時間の
ポートフォリオ

各教科の
観点別評価用
ポートフォリオ

小学校6年間
／中学校3年間
／高校3年間

キャリア・
ポートフォリオ

（課外活動も含む）
※特別活動

資格認定用
ポートフォリオ

（５）様々なタイプ
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（６）取り組む上でのポイント

① 学習者と教師で見通しを共有する。
 なぜ、作るのか？ 意義は何か？
 何を残すのか？
 いつ、どの期間で作るのか？
 どう活用するのか？

② 蓄積された作品を、編集する（整理・取捨選択
する）。
 ワーキング・ポートフォリオからパーマネント・

ポートフォリオへ必要な作品を移す。
 検討会で見せる作品を選ぶ。
 目次を作り、「はじめに」と「終わりに」を書く。

③ 定期的にポートフォリオ検討会を行う。
 見通しを持つ。
 到達点と課題、次の目標を確認する。
 成果を披露する。

（宮本浩子先生提供。宮本浩子・西岡加名恵・世羅博昭『総合と
教科の確かな学力を育むポートフォリオ評価法・実践編』日本標
準、2004年参照）

• 西岡加名恵編著『高等学校 教科と探究の新しい学
習評価――観点別評価とパフォーマンス評価実践
事例集』学事出版、2020年

• 西岡加名恵・大貫守編著『高等学校 「探究的な学
習」の評価』学事出版、2023年
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（７）ポートフォリオ検討会の進め方

① 問いかけによって、学習者の自己評価を引き出す。

② 学習者の言葉に耳を傾ける（待つ）。

③ 達成点を確認し、いいところを褒める。

④ 具体例の比較を通して、目標・評価規準（基準）を
直観的につかませる。

⑤ 次の目標について、合意する。

⑥ 確認された達成点と課題、目標について
メモを残す。

※一斉授業（作品批評会など）の形で行うのでもOK

※中間検討会（ゼミ方式）で行う方法も…
 プレゼンをして、質問・助言を受ける
 友達のモデルに触れる
 質問する力を養う →自己評価力

（西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、2016年参照）
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３．教科と総合の相互環流
（１）次期学習指導要領に向けた基本的な考え方

（中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」2025年9月25日ー「ポイント資料」より）
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単純

複雑

筆記 実演

選択回答式（客観テスト式）の問題
・ 多肢選択問題
・ 正誤問題
・ 順序問題
・ 組み合わせ問題
・ 穴埋め問題（単語・句）

自由記述式の問題
～ 短答問題（文章・段落・図表など）
・ 知識を与えて推論させる問題
・ 作問法
・ 認知的葛藤法
・ 予測-観察-説明（POE）法
・ 概念マップ法、ベン図法
・ 運勢ライン法
・ 描画法

パフォーマンス課題
・ エッセイ、小論文、論説文               ・ 朗読、口頭発表、プレゼンテーション
・ 研究レポート、研究論文      ・ グループでの話し合い、ディベート
・ 実験レポート、観察記録     ・ 実験の計画・実施・報告
・ 物語、脚本、詩、曲、絵画   ・ 演劇、ダンス、曲の演奏、彫刻
・ 歴史新聞                ・ スポーツの試合

プロジェクト

実技テストの項目

・ 検討会、面接、口頭試問
・ 短文の朗読
・ 実験器具の操作
・ 運指練習
・ 運動技能の実演

活動の要素の点検項目

・ 発問への応答
・ 活動の観察

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

評
価
法

一
枚
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価

（西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、2016年、p.83参照）

（２）学力評価の方法
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（３）教科におけるパフォーマンス課題の活用
※自動車運転のメタファー

知識（筆記テスト）

技能：教習所のコース
（実技テスト）

思考力・判断力・表現力：
路上教習、路上検定
（パフォーマンス課題）

総合的な学習・探究の時間：ドライブ
（ポートフォリオ評価法）

（広島県立広島高等学校（当時） 福本洋
二先生の実践。西岡加名恵編著『高等学校
教科と探究の新しい学習評価』学事出版、
2020年）

（京都市立堀川高等学校（当時）
村井昂介先生の実践。西岡加名恵
編著『高等学校 教科と探究の新し
い学習評価』学事出版、2020年）
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※「探究的な学び」の整理

（教育課程部会 生活科、総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ「総合的な学習・
探究の時間に関する目標・内容の構造化等について」2025年12月26日）
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求められている結果
（目標）を明確にする

承認できる証拠
（評価方法）を決定する

学習経験と指導を
計画する

修了時をイメージする

指導の前に評価方法
を計画する

（４）「逆向き設計」論に基づく
パフォーマンス課題の作り方

（G・ウィギンズ＆J・マクタイ、西岡加名恵訳『理解をもたらすカリキュラム設計』日本標準、2012年）

◎「理解（understanding)」
洗練された柔軟なやり方で知識とス
キルを使える状態
◎「理解の6側面」
説明する／解釈する／応用する／
パースペクティブ（俯瞰）を持つ／共
感する／自己認識を持つ

◎「真正の評価」論
現実世界において人が知識や
能力を試される状況を模写し
たりシミュレーションしたりしつ
つ評価することを主張するもの
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※「知の構造」と評価方法・評価基準の対応
◎中学校・理科の場合

転移可能な概念
（例：粒子（分子、原子）、有

機物、無機物、金属）

「原理や一般化」についての
「永続的理解」

複雑なプロセス
（例：実験を計画する。実験
結果を記録し、考察する）

事実的知識
（例：個々の
化学記号）

「本質的な問い」
（例：物質はどの
ように識別できる
のか？）

事実的知識
（例：金属の
名前）

個別的スキル
（例：グラフの
作成）

個別的スキル
（例：ガスバー
ナーの操作）

（例：すべての物質は分子（または
原子）と呼ばれる粒子から構成され
ており、それぞれ固有の性質を持っ
ている。その性質を利用して、物質
を識別する実験を行うことができ
る）

（西岡加名恵『教科と総合学習のカリキュラム設計』図書文化、2016年、p.83をもとに作成。G・ウィギンズ／J・マクタイ、
西岡加名恵訳『理解をもたらすカリキュラム設計――「逆向き設計」の理論と方法』日本標準、2012年参照。中学校の理
科の例は、堀哲夫・西岡加名恵著『授業と評価をデザインする 理科』日本標準、2010年、p.175をもとに記入した）

パフォーマン
ス課題

筆記テスト
実技テスト

ルーブ
リック

チェック
リスト
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（５）長期的な見通し
「本質的な問い」の入れ子構造

中学校社会（歴史）： 社会はどのような要因で変わっていくのか。どの
ように社会を変えていけばいいのか。

古代文明から学
ぶべき点に関する
レポート

核
と
な
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

明治時代の新聞
の社説

模擬国際シンポジウム
での提言レポート

生徒
作品

ルーブ
リック
づくり

生徒
作品

ルーブ
リック
づくり

生徒
作品

長期的ルーブリック

指導と評価
の改善

指導と評価
の改善

文明はなぜ生まれる
のか。この時代の日
本は他の文明から何
を学ぶべきか。

明治維新によって日本社会はど
のように変化したのか。明治維新
後の日本において人々が幸福で
平和に暮らせる社会を築くには，
どうすればよかったのか。

戦争はなぜ起こるの
か。戦争を起こさな
い平和な国を保つた
めにはどうしたらよい
のか。

※繰り返し、質の良い「本質的な問い」に
出合うことで、探究力が高まる。
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